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ご あ い さ つ

部 長 安

遥かに眺む富士の山 もす っか り雪化粧をし,肌 寒 さを感 じる季節 とな りました。

私達マン ドリンクラブも今年で クラブ倉」立15周年を迎え,第 14回定期演奏会を今 日ここに無事 開催できました事は

皆様方の暖かい ご支援のおかげ と厚 く感謝 してお ります。

この 1年 間,私 達は 過去14年間に つちかわれた 伝統を礎に クラプのあるべ き姿を 模索 してきました。音楽 と人

間,私 達が クラブ活動において接す るふたつの ものは計 り知れない程大 きく深 く複雑であるか故に,そ れ らを 少 し

で も極め よ うとする時に立ち|よだか る問題 も種 々様 々で そ の壁を乗 り越 えよ うとする努 力の うちに時は 過 ぎてし

まいました。 しか し、そ うして共に悩み喜び情熱燃や して過ごした この 1年 間の成果は,今 こ′)ステージで ひ とつ

の 「和Jと な って夫われる もの と信じてお ります。 ど うぞ最後 までごゆ っくりご鑑賞の うえ,ご 意 見 ご感想をお聞

かせ くだ さい。

なお最後にな りましたが,常 に 日頃か ら献孝的な ご指 専及びご協力をして くだ さっている比留間先t,飯 鳥先生

をは じめ,話 先生方,先 輩の方々,大 学当局,学 友会並びに関係各化に心か らお礼中 し上げます.

第14回定期演泰会に寄せて

比留間マンドリン研究所 比 留 間 き ぬ 子

第14回定期演案会開催の今年は法るところによると マ ンドリンクラブ創立15年になるとのこと御同慶の至 りて

ある。この年月の間には 大 学御関係の先生方はじめ,皆 様方の学生方への限 りない愛情 と理解,そ して その御厚

志にはえるマンドリンクラブ諸君の心意気,そ して蔭に日向に惜 しみなき指導の労を取られた 飯品田男氏の年々才

々の御力添えの賜物に他ならぬ と心から敬意を表するものである。

私はクラプの皆様と接するのは年 1回夏の合宿の時のみ……。指導期間としては余 りに短い、熱心に 素直に私の

言葉に耳を傾けられる皆さんの好もしい態度を見るにつけ,許 される事ならせめて月 1いでも御教えしたいと例年

後髪引かるる思いでお別れしてくるが,遠く離れている事はか くもわびしいものか と鳴感するのカヰ皆である。今年は

プログラムの一つ鈴木静一氏作曲の 「朱雀門」のだ りをお引受けしたが,こ れには二つの理由がある。今夏 神戸商

科大学マンドリンクラブと合同練習,合 同演案会のぶ』をもって米倉,黒 川両君が通々来神された。私も大いに賛

成し懇談した力ヽ  7月 に神戸マンドリン連盟の演茶会か既に決定してお り,残 念ながら実現に至らなか った。両君

の,さ情を察し,骨 折 りに対し私はせめて私の出来る事で償 って上げたか った。こんな気持か 此度の朱雀門出演につ

なか ったのである。今一つの理由は 4年 lJ 飯島氏の アクトでマンドリンツロをきいて頂いたよきはヽヽ出は1今もっ

て大切にしているが,ナ レーンョンはあくまで私の小芸てはなく,例 え師弟のえにしにある飯島氏 といえども現在

立派に社会の第一ボジンョンにある氏に,私 の余弦をも ,てアタトを願 う事には 思はゆいためらいかあったことで

ある。然し過 日氏にこの事をお話した際には氏からたしなめられ,氏 の昔に 変らぬ仁義深 く ま た思いや りの厚tヽ

言葉に胸打たれ,そ の真心に改めて敬意とは謝を禁じ得なか った。飯島氏にはぜひ今一度よきllに私の自信のもて

るステージにお相手を願いたいと念願して止まない次第である氏の真,心に対 しても,は からす もタクトを取られる

黒川者とクラブの皆様と意気の合った一ステージをつとめたいと思っている。

御来聴の皆様方にもお久しぶ りにステージ_上力本らお||にかかれることを楽しみに,こ の演共会の御盛会と御成功

を祈 ってペンをおく。

昭和51年11月

豊かな響きに期待する
マンドリンクラブ顧問

山梨大学工学部教授 牧   野       洋

私の研究室の向いの建物にTO-1番 教室かある.こ こはマンドリシクラブが よく練習に使月Jする所である。土

曜 日の午後など,研 究室で仕事をしていると と きどきよ′ンドリンの音色が 風に乗 って流れてくる。このTO-1

番 とい うのは階段数室であ って、なかなか吉かよく響 くのである。ここで合案すると芙 力以上に うまく関こえる。

ところで県民会館の大ホールとい うのは演 r_する人には 気の毒なくらい音響切,来が悪いのである。音かみんな舞

台の 上に技けてしまって前に出てこない。そ うすると4楽 器″)吉か ばらばらになってしまって, ア ラか目立つよう

になる。しかし,我 がマンドリンクラブは 豊宮な瀬十1世にものを言わせて こ υ)次点を充服してくれることであろ

う。TO-1番 並みの出かな響きを聞力・せてくれることを'町千十している。

敬昭倍
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ゥ ーー″″ヵ曲 目 解 説

悲槍序曲
｀
受難のミサ、 鈴 木 静 一 作 曲

私は大正末期に黎 明と祝央の 2序 曲を彗いているか,そ の頃から形式音楽を好まず,今 日もひたすら標題楽を続け

ている。 ソ ナグ形式による 「悲槍序曲Jを 書 く気にさせたのは 或 る日―一 かけ放しの F・ Mか ら流れ 出していた

ド日本26聖の殉教、の ミサ曲であった。聞 くともなく聞くうちに 私 は 単声で合唱されるクレゴ リオンャントに、ふ

と楽想を精すられた。同時に,そ の26聖人の藤 (はりつけ)の 絵画をどこかで見たことを 思い1出した。 フィレンツエ

か トリノか は っきりしないが、博物館か回配であったっその時,Fll柱にかけられた 多くの人殉教者の顔に日本人の

面影は認めたが そ れが日本26聖であることはかなり後から知 った。そんなことで この素材に手をつけたか,序 曲な

どの意夫VjHく書きイ|めた 一 それがいつとなく理どお りのF山 になって行 くのに気付いたか、不,獣議に抵抗は はじな

か ったc

我が」二おけるキリンタンの伝道は最初は順調であったか と 臣秀吉が 行教を禁じて以来、キ リス ト数圧迫の圧史

が始ま り 性 が徳川に移ると,幕 府のキリンタン'単l■は峻Rlをきわめた。島原,天 卓の乱はか くして起 り,今 日も カ

トリックの ミサに残る 「日本26聖の受難」はそのri代の悲惨の殉数の一例である。

曲はマンドチェロの案すこの序曲の核心になる 「日本26聖Jの アレ

′レャのライ トモティーフ (譜1)で 始ま り,続いて鞭打つような放 (譜

2)の モティーフカモ出る。これはキ リンタンに /1する弾1正である。こ

の 2つ は'て復され,め まぐるしく展開し,第 一iJ(譜 3)を 引き出|

す。これはさらにその上に第二主理 (譜4)を のせ 発 展 展 開する,

この激動か鎮まると、日頭に示されたアレルヤか1出る,こ れは'世のご

とく第一
,第ニマンドリンが弾声を斉案するが,中段からはマンドラ

チェロをljliえ,しだいに増用」され,この部分の クライマックスを築 く,

そして二部が復帰し,激 しい結宅をむ力ヽえ、悲朗的な終|むを待rするD

(鈴木氏の文章よ り)

マン ドリンオーケス トラの為の
｀
群灸 1、 熊 谷 賢 一 作 曲

菊里電校音楽科,愛 知学芸大学卒)間 宮芳生 助 )敏 弥にR何事,昭 和35年から NHKの 委嘱により作曲,指 揮活動

をしなからすi島博,中 川弘一郎宰と二音会を桔成し、 「管弦案のための三章Jや 歌曲等を発女する。昭和38年に 「作

曲個展」を幌き,名 古屋で初めての倉」作オペラ 「ゆきのおんなJを 初演発表する。昭和43年'新しい日本の歌を創る会

「上の会」にて大共的な歌曲を発表する。各種音楽円1体の侠傾作曲をして 合唱曲,歌 曲,室 内楽の作lTiが数多いか、

NHKを 中心に民族などの音楽番組‐テレピェ ラ ジオブ)ドラマ音楽や 映 ヨキ楽等の作品も教 夕く 舞 踊音楽,舞 台古

楽等 も含P)て現在 夕hl的に作曲 編 曲、精算で活躍 して( るヽ。

群`人、とは氏の造語である。読んで字の如してあるか こ フ)|千業は作出した音楽サ)十勺容や|夕」(には 直接関係はな

く,ま してホノオの如しの情景描写音楽でないことも句れである。

群`チミ、とtよ,作 山ヤや演案者はもとより噴衆をも有ぱ)た全てのノ、間の

「音楽的付れJの 中で,現 在と未来に生きぬこうとする強い■古]力のエネ

′レギ_が あたか も,夫 のタロくr//ぇ上がる表われであ りた 、ヽ,そ して,そ れ

らの炎が集まり,巨 大失となって不毛の原理をrたきっくし、打し( おヽJ進に

立ち向か うルとなりたいとい う氏の創造に於ける理tuとしてみえる騨念の

抽象化さオiた吉菜である。

この出十よ ラ`フソディー I・ 狙・lll、とt・l F5に`ボッカリーゼ I・ 工・

lll、のように一貫した演茶もさることなから 叫L独ても波 子tされている3

て藩 1 >

て携 2 >

そ常 3 >

( 鷲 4 ク

一



由 目 解 説 ―″″′一 ′ケ

朱 雀  門  一 長谷雄卿草紙よリー
鈴 木 静 一 作 曲

この曲は 人`魚、 氷`近、などと同様,ナ ンーンョンを含む吉楽47話てある。平安4町 と呼はれた,i代,朱 省六路
は皇都のメインス トリー トてあり,そ れは皇居の大手に立つ朱雀門に姓まり,酌 干して テ兵てなフに螢えZ羅 生門ま
でをい う舞台となる。朱雀門は名のみで,所 在位置も明らかてない力,オ て最大″事及を託Z桜 「弓てあったに 述いな
い。この物語はその朱雀門にまつわる怪奇な鬼の話てあるか,松 巻に13又与,3伎たれ,,サ ベて当れる推口たltで 台
本その他はすべて想像である。

曲は九つの部分よりな り,そ れそれ副題か附けられているが,全 般に涼に残る土俗書楽や邪其4ニ ュアンスか 取 り
入れられている。 とりわけ,管 楽器の雅楽的な響き l stマンドリン, フルー ト等力共てる侵雅な旋律は京者|を前情を
感じさせ,ナ レーンョンのか もしだす古共的な雰囲気と不18議な程マッチしている。

<物  語 >

平 安 京 山 は紫に水清 く平安の水は美しき都として栄えていた。

花の都も巳大路を境に人秦へかけては,庶 民の集落力れき,そ の往は,物 うり″町ひ声に日着ね前をひと
時混雑する。その中を若き公卿長谷雄は,二 人の件人をつれてお うら力に/1/tてヽいた。

怪しい男 夕 映の空に黒ぐろとはえる朱雀門をくぐろ うとした時,長 谷雄は 見上げるばか りの大男に呼びとめられ
た。 「宮仕えの公卿 と見受けるか,吾 と双六の手合せをされぬか '」 長谷雄は,双 六にかけては, 営 中で
指折 りの名手であった。

「賭双六を所望する。」長谷雄は不敵な男の挑戦を うけてたった。

晩  鐘  心 配する伴人を帰し,長 谷雄は 怪しヽヽ男にこか,1朱雀門楼上に上 った。陽は匹山に沈み行には点々灯
影が見えた。寺院のタベの鐘か静かに響き渡 っていた。

渚    長 谷雄は,薄 闇の中から紙踊を株け静かに現われた渚 と呼はれた,女 ¢美しさに目を 兄技 った。 「いか
がじゃ ?吾 か賭けると中したのは,今 見られた女であるか……」く欲しヽヽなんとしても/>

双六 と鬼 二 人は双六盤を数み向い合 った。女の面影は 長谷姓の理性をかき乱す。打っ手も打 っ子 もしどろ…,の
しかかる男の功勢をかわし,よ うや く立ち直る。……

「どうじゃ こ れまでと思 うが !?Jそ の時,長 谷紅は目冶1にはっきり鬼神の姿を認めのけ反 った/
約束どお り男は,渚 と呼ぶ美女を長谷雄に与えた。ただ百 日の間は特丹しな関係をもたないことを条件に。

夏 の 夜 も どかしい幾 日幾夜が流れる…どこからか庶民のすさび大鼓や笛の音か聞こえて来る。こうした夜の渚
はひときわ美しく長谷雄の胸を騒がせる。

雷雨と渚の消滅 真 っ暗な月の無い夜空に、さっきから還い稲妻がきらめいていたが,不 意に強い稲妻が 「7./」
法は長谷雄の膝に/… ,自 制ぎりぎりにあえぐ長谷雄…。
とうとう長谷雄は怪しい男の約束を破る ′ 八 十日目だった。

あと,た った二十日美しい…,i者の工体か旭の前の薄ら氷よりたよりなく爪先から溶けてゆく。ひと筋の
水 となって…。

終局のむごさに立ちすくむ長谷雄の耳に,聞 きよほえらR笑 いが虚空から落ちてきた。 「お前は約束を破 った。
治は沢山の死人の中から佳いところだけを撲 りすぐって作 り上げた仮身の女なのだ。あと二十 日待て ばあれは現身
の人間として永遠の生命を得られたのに,自 業自漬よ /J

言雨はいつしかやみ,た えかたt寂 夢かいちどに襲 う。長谷姓はヽあが り¢成い街にさまよい出た。どこを どう
歩いたか も知らず,暗 黒の中に大いなる影を見た。朱雀門てあった。
「双六 (すごろく)に ついて」
二人で行な う遊びで黒白の石それぞれ15コを盤の上のビ陣内に主べ,二 つのサイを狗筒の中に入れて 交互にふ り

だすサイの 日の数に よって石をすすめ,早 く相

手の陣地に侵入 した ものを勝ち とす るか規則は

複雑である。大陸か ら日本につたわ り奈良時代

以前か ら行なわれていた ものて、大人のかけご

ととして流行 した。

戸一紹 介
比 留 問 きぬ 子

我が[Hマンドリン界の最高権威者て,東 京に 「比留間マ

ンドリン音楽学院Jを 開いておられ,兵 庫県にも教筑をも

たれて関西の人々への指導にもつくされております。又一

方, ラジオ,テ レビ,映 阿古 4/など非常に多方面に御活rf!

中です。

先生には第1叫1:記念ll t秦会では,マ ンドリン・ソロを漢

茶していただき,今 IJクラブr対立15周年を迎え,遠 く神テす

からF呼ひ当クラブの為にお赳しいただきました。先生は当

クラブ竹任指郎者,飯 島困ワ〕氏の山Jにあたり,当 クラプを

御締導下さっております。

(第10同定期演奏会での比留卜1先生)
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―,″″―ライ由 自 解 説

雨とコスモス                    武 井 守 成 作 出

武井守成氏は当時,宮 内省式部職にあ り,元 男爵である。ギグー,マ ンドリンに通じ大正年間,マ ンドリン合奏団

即ちンンホニカ・タケ■ (現在は杉四村雄氏が主宰)を もって大いにマンドリンの普及発展に生産をもって 貢献され

た。彼の作17,は日本的な繊細な情趣畳かなものが多く,ま た 「朝鮮の印象Jと か 雅楽よりとった 「越天楽」など異色

あるものもある。どの作品にも非常に細かい神経が 行届いてお り,編 成は大きい力ち 各自の無理のない音色,音 量を

要求している。従 って彼の作!帖には美 くしいピアニンそが要求されるのである。

「産の柿の際に一本のコスモスか咲き残 っている。 しめやかにとはいえ,音 を立て降る雨に花びら一つ 動かさす,

空を仰いで,清 らかに立 っている。それは不思議に古典的で美しい姿であった。J (作者の言葉より)

エスモスの花を,こ よなく衷れに美しく受けとめた彼の性格描写とも云える。小品なから bに しみ入る様な作品で

ある。

マンドリンの直匠 ラファエル ・カラーチェは彼の自作のマンドリンを大正天皇に献じぅ武井氏にもはじている。

ルーテンコンチェル ト
A ・ ヴィヴァルディ
G ・ベ ー レ ン ト

この曲はllt独に誕生し,そ のテクニ ックの活逮さと内容の豊力、さ,そ して芸域の巾広 さによって 若 くより世界に名

を馳せ日本にもなじみ深いギタリス トジーグフリード・ベーレントのアレンジに なっている。彼はマンドリン音楽を

愛し,彼 の三旨をもってバロックのものには ヽレモロを用いず,終 賂E>既 ちビックの打法 (速度の速い音符1』E>

打法と抜 う法)に まとめている。彼tよザール州ザー′レマンドリンオーケス トラ (今年来日し女r評をはくした越右1敬夫

妻をコンサー トマスターとす)を 精算しレヨードも数多く出している。。ツップホォーケス トラとは 室内楽と去 うこ

とであり,西 独に於ての編成は lSt 2md Mla Guitとペースの代 りにマンドバスとい う楽器 (ペースと同音域である

が,マ ンドローネをたて形にしたもので,立 って案し指のピッツのみを用いる)を 加えてヽヽる。

第 1楽章は,コ ンツェル トらしい琶厚さがあ り, 3連 音 と16分音符 2つ の リズとに注意がかけられる。

第 2茶 章は、ゆるやかなメロディを トレモロてなく左指の押す力の日にみえぬピフラー トによって レ ガー トを 現

す美くし 、ヽ楽章である。

第 3楽 章Ⅲよ軽快な者の流れに 1つ も落すことの出来ぬ 3連 者の連続 した音をもった率麗にして さわやかな楽章て終

る。

(この様な演案は山梨になける最初の試み と思 う) (比留間)

曲

曲
作
編

―
紹 介― ―――― ―          |

飯島 国 男

マンドリンを比留間きぬ子,ヴ ァイオリン及びブイオフを福井直弘,チ
ェロを中島方,指 揮を沖不可止に師事.

昭和23年   飯 島マンドリン四重奏団結成
昭和26年   飯 島弦楽四重奏団結成
昭和30年2月  JOKC管 弦楽団設立,常 任指揮者となる

4月  NHKォ ,デ ィンョンに合格
10月 松 竹映画 「新婚自書」の音楽担当
12月 オ ペラ 「手古宗」上演,編 曲並に指揮

隠和31年   労 音の招きに全国を演秦旅行
昭和32年   山 梨県全域の音楽団体を統合,積 の連結機関として山

梨音楽文化連盟が結成され,理 事長にBL任
昭和38年   オ ペラ 「鷹の泉」上演。編曲並に指揮.

比留問マンドリンアンサンデルの客員として,ラ ジオ,テ t/ビ,レ ヨー

ド等に活躍していたが,現 在は山梨県下のプレクトラム音楽普及並に指揮
に尽力している。

(日本マンドリン醒昭関東支部委員 日 本弦楽指導者協会会員)

- 6 -



出 目 解 説

歌劇 ≪ザンパ≫ 序曲 F.ェ ロール 作曲

この歌劇は,海 賊ザンパをあつか った フランスのグランド・オペ フで,エ ロー/1/の死ぬ 3年 前に書きあげられた。

この作品によってエロー7L/は,一 流の歌劇作曲家 として名声を高め,当 時,パ リで ポフエ′レデューと人気を三分する

ほどだ ったとヽヽ う。

この序曲は,接 続曲ふ うに書かれてお り,ま ず,ア ングロ●プィブァーチェ・エド・インペ ト,オ ーツの 色彩的で

はなやかな部分からはじまる。最初に奏されるスタカー トの旋律は たいへん親しみやすい。曲はしだいに盛 りあが り

をみせるが,急 変してアンダンテとな り,素 朴てお情的な旋待があらわれる。やがてテンポが 速まり,ア レグ,・ プ

ィプァ～チェ・アッサイ ・コン ●グランフォルツァの部分にはいると軽快な旋律が奏され,は なやかに展開する。い

ちじ速度がピツ・レン トとなるが,し だいにテンポを速め,力 強さを増したのち,大 きなクライマ ツクスを 案きあげ

はなやかに出を開じる。

アラピア風問泰曲
ミ
オ7シ スにて、 E . マ ルティ 作曲

本曲は 1921年イタリアのフ
°1/クトラム音楽誌イル ・フ

°レツトロが主催したマンドリン合奏曲の作曲ヨンクールにお

いて,銀 障賞を与えられた名誉ある楽曲である。

作者マアレティについては,こ の名作一曲によってマンドリン界に不朽の名を留めている事実のほか 一切不詳不明で

ある。

炎熱下のアラビア砂漠地帯を往き変よう酪焼隊商の幾群かが,今 宵の露営にと目指して緑地オアンスを求めて,次

々に到着して来る。晴れ渡 った星空の下,夕 飾の焚火の周辺には酒を汲み交す者,談 笑し合 う旅仲間,国 楽から独 り

離れて通力Ⅲこ故郷を偲ぶ者,娠 やかな歌声に踊 り|はす者 もいる。旅の疲れを思い思いに憩 う数刻,夜 も更けて オアン

スも静かに夢路を辿る。米明の暁に隊商は,再 びアラピア砂漠の旅に出発する,今 常のオアンス求めて……。

ロマンチックコンチェル ト K .ヴ ェルキ 作曲

ヨンラド・ヴエルキは ドイツのプレクトラム界の先駆者であ り,マ ンドリン●オーケス トラとしての 革新的な新様

式を確立した。

1924年20才の時,処 女作 「序曲イ授調Jを 発表 して以来 「五つの序曲」 「変響曲」 「帰郷」 「大いなる時」,な ど

数々の名曲をきいた現存の作曲家である。彼はプレクトラム音楽を機能的に構成し,種 々の管楽器 との コンピネーン

ョンはダイナミックで,作 風は非常にマンドリン風であると共に管弦楽風の効果をもち,イ タリア人に みられない ド

イツ人独特の重厚味を感じさせる。

本曲は 「マンドリン・オータス トラのための ビマン的演奏会用作品Jと 極されている OP 14の 維大な出て,そ の

構成の素情らしさと,ロ マンチックな簡潔なメロディーは聴 く者を魅了せずにはいられなヽヽ。それは 傑作を物語 って

いると同時に, ドイツ人の理想に最 も適合していると言えるであろ う。

- 7 -



STAGE]MEMBER

常 任 指 揮 者 飯 島 国 男

正 指  揮  者 黒 ナ| 1 正千 代

副 指 採 者 小 嶋 英 次

コンサート・マスター 坂  本  慶  太

18t MandOlill

。坂 本  慶  大 (教 3)山  梨 ・峡 北

小 西  多 恵子 (教 3)山  梨 ・都 留

竹 内    章 (工 4)静  岡 ・静岡東

神 熔 兼 次 ( 工4 ) 山日 ・萩

古 屋  志 津子 (教4)山  梨 。日 川

赤 尾 幸 子 ( 教2 ) 福井 ・美 方

坂 本 祐 二 ( 教2 ) 山梨 ・峡 イヒ

中 川  京  子 (教 2)山  梨 ・石 和

2nd Ma■ doliR

。早 川  香  子 (工 3)山  梨 ・日 川

名 取  光  江 (教 3)山  梨 ・峡 北

深 沢  や よみ (教 3)山  梨 ・巨 摩

lI 牧  圭  二 (大学院)神奈サ|・追 浜

雨 宮  登 志子 (教 4)山  梨 ・甲府一

今 泉  芙 美子 (教 4)山  梨 ・都 留

小 棋  和  美 (教 4)1町  梨 ・甲府二

梶 原  由 美子 (教 2)山  梨 ・石 和

藤 巻  妙  子 (教 2)は 」 梨 ・峡 北

藤 茶  陸  美 (教 2)山  梨 ・峡 北

大久保 友  子 (教 1)山  梨 ・卜F府 南

荻 野  洋  子 (教 1)山  梨 ・甲府南

川 島  功  子 (教 1)|11 梨 ・FIⅢ府南

神 沢  あ さみ (工 1)山  梨 ・甲府南

鈴 木 哲 司 ( 工1 ) 岐早 ・恵 J L

須 藤  政  利 (工 1)岐  車 ・瑞 浪

Mandtiュ

。伊 東  直  子 (数 3 )山  梨 ・甲府南

黒 川  正 千代 (113)香  川 ・高な工芸

坂 回 久 行 くとに4 ) 熊本 ・玉 名

朝比奈 な  美 (数4)山  梨 ・甲府南

坂 牧  久  哉 (工4)静  司 ・沼津東

相 原  ひ ろ美 (数2)11 梨 ・石 和

国 頭   明 ( = 2 ) 広 島 ・l A l 島

Mando cello

。安 1 4 r 昭敬 ( i l 1  3 ) 岐単 ・7 よ那

羽中田 豊  子 (教3)日 1 梨 ・甲府南

古 屋 敦 子 ( 教2 ) 山梨 ・英 和

新 崎 彦 貝け( 1 1 卒) 沖 縄 ・小 禄

一
―

ー



r才
               '‐ ‐

部 長 安 倍

副部長 米 倉

会 計 伊 東

庶 務 橋 口

名 取

羽中田 豊 子

ガヽ 西 多恵子

昭 敬

淳 博

直 子

優

光 江

静

ど

口

将

Guitar

。矢 津    洋 (■ 3)石  川 ・泉 丘

有 野 明 美 ( 数3 ) 山梨 ・巨 摩

米 倉  淳  ほ (工3)兵  庫 ・夢野台

河 西  邦  人 (工4)山  梨 ・甲府一

斉 藤  充  弘 (工4)紳 奈川 ・追 浜

市 川  潤  子 (教2)11 梨 ・日 川

今 福  久  幸 (工2)宮  城 ・仙台三

梶   芳  久 (■2)千  葉 ・長 生

関 口    毅 (工2)群  馬 ・前 橋

一 瀬  千  恵 (工 1)山  梨 ・甲府南

小 松 泰 三 ( 工1 ) 岡山 ・勝 山

Cbntradas8

。橋 口 優 (工 3)東  京 ・桐 蔭

小 ホ  誠 一郎(大学院)東 京 ・東 邦

波多野

湘 原

至 (工 4)島  根 ・大 田

光 (工 1)静  岡 ・清水南

小 嶋  英  次 (■ 2)東  京 ・葛飾野

米 長  敬  生 (教 2)山  梨 ・甲府南

伊 藤  一  美 (教 1)山  梨 ・韮 崎

Pin耐

伊 東 直 子 ( 教3 )

鈴 木 哲 司 ( 工1 )  ‐

Clari■et

キ卓   武  夫 (■4)

Faggot

■神 原   修 ( 工3 )

TiIElpaILi

キ杉 浦 春 光 ( 工3 )

ヤ貸助出演 山 梨大学管弦楽団
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′↓―卜吾召介

2nd Mandolin

2Ⅲl  そ 4 t iょHャⅢ汁に延を加える木′)■つど

きキI い■ilナはかに、そして口十二|よ、いや彰(

! |けイド1 .けt r中 でも, f (‖文のごとく… ■ |々 |

す拘Ⅲ,て多い, 1 )てとありますが、 この女1 1 : j "〕‖t  i l =

ると4イ ル!“ⅢⅢ Lと をもつ/ ) ,パー 1内 よ1つ t  i t 'モ

向“ h H t  l l t i Iイ" ! | |  …?  ニ カ| l iを女日,と4 1 1取! l k ' )

(と 'こ 11クナ!|!, | け ,|こは対単1を″しな力fら, lⅢ!二■はヽヽ

を!地Jとる令|十二 ,町14,,て !)り ます。 や や も〕ヤし|すデま,とヽ

れすちなせndノ( 卜 ,そ の分販がしさて -1 1ヽドⅢⅢ」11.
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マ
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イ
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い
一
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中
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ろ
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レス トラン

県民会郎i前 岡 島クレジット6階

T E L  3 2 - 3 3 1 9

Conduて

キラキラltlく,銀 色の↑iを白山 二十,やつ',

時には荒 くあなたをつさ旅 し,‖li!|や きし

くあなたのサじ、に濯ひ込む……。        |

そんな宙吹 きにな りたt とヽIⅢ‖ Lて い ら '

です力〔   …。

ちと↓イまを,!Pる卜し工け小川
マ
品人z劣品省!1交)'2え克来モち
怖貞kけ,努あち砦どピ旨モ

t i ' これて ) きますっ
i究,iじ′)f
たちよちi t のようなf f
そ″力ヽらi nぃで■町 を'ヽ】って
やわiてP刊のp p… …

Jを 澄 ませて くださぃ
1 ら………, き こぇて
と:せ んか ?

l st MandOlin

いつ も催 しく槻細に,そ して時には五呼に,■ の

料なる トレモE lに,′じ、力せ わすマンドリン。

‖民れぬT死の放 しさに, 汝力fいとしきマンドリン。

今行あなたと二人 して,夢 をは ぐくむ4/4生にて,

本でる十は幾多でも,1年する想いはただひ とつc

二人で 語 り合 う………

洋菓子フ'レ7明【喫茶

」ロ
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このパー トのすべてがわかっていただけ

るようになっております。

ホン トカ十一 ?

セイイナロウ, イ タル

マサル  ヒ カル

,

十
１
　
一　
，
Ｌ
Ｔ

ｒ

ｌ

ｆ

ｆ

ｒ

‐

Mandoi Celio

:r歩揖歩1岳|」告]:,宮なと!告掃境lに, 私たち! = 江れさえも「まれてしまうT !
です)キヤ)下のブ」サiちチェロク)力強iく
あるいはやきしく料準 波る1 市ヽをそ ノ
っとJを 11け1 どうぞご1)っく,
才j‖lき lfさい。

lrを和
芸術Fに

ないJli

れヽる後

cto「

f

や

フレアー パンツ から

ジーンズ まで

a
県民会館東隣 リデス

MuSc for the peoPle

ミュージック ショップ

サ ン リ フ

甲府市丸の内 2-15-14

TE L tX55‐ 24-62節

l s tマントリンが,市 淵てメロティをかなでるなら,  イター

はそれをひきたたせる性武者でしょうか。

マンドリンとはiとった, やさしいifをもつイター, 我々パー

トItは, このギターの■色を愛 してやまないのです。

さてさてパー トItの7f々はと|モしま,,とば,I S二 人生がバラ

色になりつつヤ,るというll l変りなリーグーを,1にのたきなユ 1を

11 ,  はりきりやの■11 1と, l fりt派の‐■iJととfr l  l i  t t r !かです。

女!tか少なくて1文しいのですが,I Iも しい男11 1ⅢFの力立でカバ

ーされていま す。
“
もっと人数か夕ければなあ

｀
とぃうのがみなのF」ぐせでして…。

その分一人一人がtr iけltってぃますので,そ の予色をお「]き下 さ

t )ヽ
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1 15  成 人式ア トラクンョン出波

2 7  卒 業生記念コンサー ト

3 13  甲 府南中学校卒業生を送る会出演

4 21  新 入生歓迎オリエンテーンョン参 l」R

4 28  ス プリングコンサート

7 11  山 梨県マンドリン連盟参加

9 4  増 穂南小学校にて演共

11 14  山 梨県芸rll祭音楽祭出i賞

(境川村公民館)

(木学)

(湯□高校前堂)

(本学)

(県民会館小ホール)

(本学)

(県民会館大ホール)

中 国 料  理

子L

武 田通 り(梨大前)

TEL 24-4636

のお 知 ら せ の

山梨県立女子短大マン ドリンクラブ

第11回定期演奏会 51 12.17(金 )

山梨英和短大マン ドリンクラブ

第11回定期演奏会 52.1 21(金 )

於 県 民会館大ホール

甲府市朝 日2丁 目19-8

電 話  (52) 5931番



| 編 集 後 記         |

部屋中に,原 稿や苦労して集めた資料が散乱 している。

バ ンフの仕事を始めたのは夏休み前であったはずなのに

11月に入 った今でも何故こんなに忙 しいのだろ うか。大好

きなテレビともしばらく御無沙汰していて、新開もろくに

読んでいない。

でも出来上が ってほんとうに良か った。

私達はこのバンフレットに 少 しは自信を持 っています

力S, ヽヽかカミでしょうか。

来年 もきっといい

年 で あ ります よ う

に。

最後にな りました

が, ノミンフ作製ヤこあ

た り御協力下 さった

話先生方,広 告店主

の管様,印 帰」会社の

皆様,表 紙 とカッ ト

を心良 く'1き受けて

くれた電子工学科 2

年の金田君に,さか ら

感謝いた します。

(Y)

コ集 ・製作… ………………………ツミンフレット係

米 倉  淳  碍

橋 日  優

小 西  多 恵子

羽中田 豊  子

表紙 ・ポスターデザイン

及び カット…………… …………… 金 田  洋  二

印   H… …………………………温故堂印刷KK

r

高級文具 ・事務用品

文 具 店

甲 府 市 駅 前 通 り

電 話 3 5 - 5 9 4 1 番

U T l F U L

H l N G S

R E M i N D

突然 ポ スター を依頼
され,期 限 が
一週 間 との こ と,
悪 tfk苦聞
や っ との思 い で出 に

合 わせ ま した。

今 回 は, 女 の 子で

チャ レンジ

最 後 まで

可愛 ら し く

通 ってみ ま した。

泉

庭

名

名 日
研

甲 府 市 中 央 四 丁 目 1 - 1 7

T E L ( 3 3 ) 3 1 8 5 ω
サ  イ  ワ  イ

―- 13 ヽ一



独特の製法

‐

択 0長
甲府市向町375  T  E  L G〕55 4 5 4 t )

0

,

若 い女性 に人気のある

憩ル才ぶン
日か蟻義 電わ
(ジしルオtntc師

甲府市 丸の内 1丁ロタカ ラ 1番館地階
T  E  L  3 7  1 7 4 4′3 5  3 8 3 3

ぁなたた

レコード・ステレオの本格的専門店

力 、
W玉

許
● i ttΠタ タ シー 占1の Jヒロ店 (TEL)51-3534
●イルぢ小2丁 liバス1■nⅢの,卜勢「片 rT E L132-2786

食事 とお酒 と語らいの場……・

パ ブコーナー新設

・クラス会・ヨンパ・無尽会竿各朽 ご会十〉も

ご予算には じてお引受 けいた します

夕 舛車…打k「中期
イ千1い由り)じじビル フ レイホーイレぅ  フ を「

TEL0552(35)49i7

入

耳

願

院 応

■

ヨ

鼻

Ｈ

咽
豊  雄

科
橘

甲府市中央二丁 目12の28 TEL(37)3387～ 8

のの新メニュー ご案内 のの 海 の幸 ・貝料理

,  ・' ■ ,

て ・テイア】 : ! ―し ―

Y 1 8 1 X

※  え 一ブ|l l t、l  l l「'・/ヒ ‐

ェビフラィ ミッ′′4 サ ■

※ 眠 食定企町評てす.

Eヨ Vヨ ‖車 「
営業時間 11:30

休  日  毎 週

～ 9:00

月 曜 日

R2協】!拘JにLJコE
梨県甲府市中央一丁目6-6 丸 忠ど′レこ隣

TEL(ll「 952)35-5151

―- 14 -



味の店 中 華料理

一 番
美咲2丁 ロバス停前
T E L15〕2816

寿 司 ・g l l 烹

寝 具 製 造  貸 布 団

大 関 わ た 有 限 会社

甲府市城東三丁目16-16

TEL o動  6288代

洋 食 ・喫 茶

;雑ンコンンリ
丸の内一丁目 電 話 33-3135

32--1904

コンパの御用命は

良 心 的 な

tヽい やャ
甲 府 裁 判 所

T E L  3 5 - 3 3 5 1

東

側

許 山 胃腸 病 院

甲府市 中央 一丁目1 2 - 6

T E L  3 3 - 5 1 0 7 ( 代)

こまや かな 香 り

まろやか な味

横河電気甲府工場食堂

県立中央病院内レス トラン自十字

本 店  岡 島前 自 十字

甲府市中央 1-2-12

Phone  39-4580



証券貯蓄のご相談は

甲 府 支 店

甲府市丸の内2の 2 9の6

T E L  0 5 5 2 ( 2 8 ) 8 5 1 1 (代)

かしわ料理

鳥 真 支 店

TEL(52)7741

寿 司

魚そう北口分店
朝日一丁目 (52)3566

電子式卓上計算機 ・電子 リコピー

ス テ ー ル 家 具 ・事 務 用 品

有限会社 三 機 堂

甲府市 朝 日五丁目12-6

TEL(0552)53-0211(代 )

寿司と御谷亨のた

御会合 ・無尽会 等 御座敷を御利用下さい

朝 日通 り T E L  6 2  5 4 4 2

甲府市朝日通 り

古屋眼科医院
古屋ヨンタク トレンズ研究所

TEL(52)3305

一偽

辞身務十う2

甲持力朝ロニ丁日・電(52)5656
( 5 2 ) 0 9 4 5

外科 ・整形外科 ・胃腸科

レン トゲン科 ・肛 P弓科

や
生

則

批本

　
生削

タト
院 上t 本

甲府市J し日= 丁 目 1 - 1 ( Y B S の 東)

T E I 夕( 範) 3 5 3 2 ～ 3
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本格派のあなたに

有名手工品をお奨めします

河 野   賢   黒 沢 常二郎

茶 位 幸 信  保 野  勝

中 出 阪 蔵  松 岡 良 治

田 村  広

矢 入 貞 雄

桜 井 正 毅

マンドリン 石 サ|1掟二郎   フ ォーク手工品 ヤ マキ ●ヤィリ

ーーギター常時500在庫   お 気軽にご試奏下さい一一

l F ・レコード&
ミュージックテープ 2 F ・ ピァノ ' 電子オルガン

!墾釜寧葵警
楽器
lヵ:ナ

ン評啓~ナー
liFt'サ

ン
|

者の秘ヒトイイジマ薬器
(贈移畳2千 券を) 甲

府オ リオ ン通 り TEL ll跡 9帥

華麗な音の手工芸品
よいビアノが生まれる秘密は,
ひとつひとつの工程にあります。

ゴ「′ぱWル

⑤浜魂開緯蔵舟食祥盗耳嵐業所
it材1373)1371

書:frニユ:貸甘:骨とモ‖il言°傾山梨代理店飯お楽母

総 合 印 刷

某>温
故堂印刷株式会社
本 社 甲府 市 相 生 1 丁 目 7 - 7

TEL(o552)26-3855仲 い

支 社  東 京都世田谷区松原 1-7-3

T E L ( o 3 ) 3 2 1 - 6 2 6 6




